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平成 19年６月に、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、各

教育委員会においては、毎年、教育行政事務の管理及び執行状況について点検・評価を行

い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに公表することが規定されました。 

  この報告書は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果して

いくために、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26条の規定に基づき、平成

30年度の教育委員会の点検及び評価を行い、報告するものです。 

 

 

 

 〇地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

 第 26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に 

委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等 

に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければなら 

ない。 

 ２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する 

者の知見の活用を図るものとする。 
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１．はじめに 

教育委員会では、平成 30年度東温市教育基本方針において基本理念を『心豊かに学びあ

う文化創造のまち「東温」を目指して、保育・幼児教育と学校教育の連携・推進をはじめ、

青少年の健全育成、生涯学習の振興、体育・スポーツ活動の充実や地域文化活動の保存・

発展を図ることにより、人権意識に根ざした健全で主体的な市民の育成に努める。』と定

め、重点目標として、以下の 16項目を掲げて取り組みました。 

 

（１） 地域における子育て支援の充実 

（２） 乳幼児期の教育・保育の充実 

（３） 社会総がかりで取り組む教育の推進 

（４） 安全・安心な教育環境の整備 

（５） 確かな学力を育てる教育の推進 

（６） 豊かな心、健やかな体を育てる教育の推進 

（７） 特別支援教育の充実 

（８） 教職員の資質・能力の向上 

（９） 学校給食の充実と食育の推進 

（10） いじめ・不登校等への組織的対応 

（11） 地域ぐるみで取り組む青少年健全育成活動の推進 

（12） 学び合い高め合う生涯学習の推進 

（13） 市民の全てが実践する人権教育の推進 

（14） 読書活動の推進と図書館利用の促進 

（15） 地域文化の継承・発展と文化財の保存・活用 

（16） スポーツ活動の充実・促進 

 

２．点検・評価の対象 

点検・評価の対象は、上記重点目標を実現するために、平成 30年度に取り組んだ重点施

策のうち、主な事業について評価を行いました。 

 

３．点検・評価の方法 

（１）点検・評価に当たっては、事業の実施状況及び成果を明らかにするとともに自己評価

を行いました。 

（２）点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験等を有する方からご意見、

ご助言をいただきました。ご意見等をいただいた方々は次のとおりです。 

    

   公立中学校ＰＴＡ会長  田房 克寿 

   元公立小学校校長    古川 勝聡 
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４．点検・評価結果の構成 

（１）対象事業 

重点施策に基づき実施した主な事業について、事業名と決算額を掲載しています。 

（２）事業の実施状況 

点検・評価対象事業の実施状況（概要）を記載しています。 

（３）評価 

事業を評価基準に基づき点数評価を行い、自己評価を行っています。 

（４）評価基準 

５：予想を大きく上回る成果が得られた。 

４：想定以上に成果が得られた。 

３：想定どおりの成果が得られた。 

２：成果は得られたが、改善の必要がある。 

１：成果は得られず、見直しの必要がある。 

（５）学識経験者意見 

教育に関し学識経験等を有する方からいただいたご意見、ご助言を掲載しています。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検・評価結果 
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重点施策  １ 地域における子育て支援の充実 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 放課後児童クラ

ブ事業の推進 

（決算額：88,486 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内全ての小学校区に放課後児童

クラブを設置できており、市民サービ

スの平準化が図られています。 

8箇所、12クラブ体制で利用希望者

全員を受け入れ、待機児童の発生はあ

りません。 

支援員については、市主催の研修会

（2回）への参加、発達等の専門家に

よる巡回指導事業の実施、県等各種研

修会への積極的な参加により質の確

保に努めています。 

 

〔登録児童数〕     （単位：人） 

クラブ名 平成29年度 平成30年度 

北吉井あおい組 103 122 

南吉井すみれ組 104 120 

南吉井たんぽぽ組 96 103 

拝志ひまわりクラブ 33 36 

川上くすのき児童クラブ 117 106 

上林ささゆりクラブ 8 9 

東谷さくら児童クラブ 6 11 

西谷みどり児童クラブ 11 18 

合 計 478 525 

※長期のみ登録児童含む。 

 

 

４ 

 

長期休業期間中の利

用者増加に対応するた

め、学校の余裕教室を

借り受け、エアコン及

び機械警備を整備する

ことで希望者全員の受

入れができました。 

保護者説明会にてご

意見のあった、入会選

考要綱を見直し、必要

性の優位等厳格な選考

基準に改定しました。 

これらの対応によ

り、利用者の利便性、

公平性を保つことがで

きました。 
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(2) 婚活支援事業の

推進 

 

① 婚活相談会 

(決算額：      102千円) 

 

 

 

 

 

② 松山圏域 3市 3

町事業 

（決算額：     372千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔支援員数〕     （単位：人） 

クラブ名 平成29年度 平成30年度 

北吉井あおい組 5(2) 5(2) 

南吉井すみれ組 9(2) 10(2) 

南吉井たんぽぽ組 9(2) 9(2) 

拝志ひまわりクラブ  4 6 

川上くすのき児童クラブ 10(2) 10(2) 

上林ささゆりクラブ  3 3 

東谷さくら児童クラブ 3 4 

西谷みどり児童クラブ 4 4 

合 計 47(8) 51(8) 

  ※（ ）は嘱託(常勤)外数 

 
 

独身者やその親等の不安解消を目

的に、個別の相談会を 2月 3日に開催

しました。1件 30分程度の相談で 11

人の利用がありました。 

 えひめ結婚支援センターの職員や

ボランティアスタッフが最新の婚活

事情や心構えなどをアドバイスしま

した。 

内訳…男性 6名、女性 2名、親 3名 

 

（出会いイベントの開催） 

3市3町で出会いイベントを各市町

が 1回開催し、東温市においては、7

月29日に市内のお菓子館にて男性18

名、女性 17名の参加で、ゲームやプ

ロフィールトークによりイベントを

開催しました。4組のカップルが成立

しました。 

 

（親婚活の開催） 

 親同士による婚活交流会を松山市

で 2回開催し、46人が参加しました。

その後の子どもの引合せは 19組で、

内交際数は 5組となっています。（東

温市民 2名参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市総合戦略におい

て「出会いを応援す

る。」となっており、

各種事業で独身者の出

会いの機会の場が創出

できました。 

3市3町の取組では他

市町と協議を重ね、充

実した内容で実施する

ことができました。 

今後も結婚を希望す

る方へのサポートは必

要であるので、市の「縁

結びサポーター」を活

用して成婚に繋がる事

業展開が求められま

す。 
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③ 縁結びサポート

事業 

（決算額：     434千円） 

《県補助：   199千円》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＷＥＢサイトの共同運営） 

 えひめ結婚支援センターホームペ

ージ内の3市3町の婚活支援サイトを

共同で運営し、独身者にイベント情報

や交流事業を発信しました。 

 

 県のお見合い事業である「愛結び」

のサテライト会場を中央公民館にお

いて、金曜日の夜と日曜日の日中に 7

月以降 月 4回開設しました。 

 独身者の会員登録手続きやタブレ

ットによるお相手の閲覧、交際フォロ

ーができました。 

 

（事業実績） 

開催日数 36日 

時  間 
金曜日 17 時～20 時 

日曜日 13 時～18 時 

延利用人数 143人 

お見合い組数 20組 

交 際 数 9組 
 

【学識経験者意見】 

 社会が複雑になるにつれ、家族の在り方も少しずつ様変わりしてきています。地域に於ける

子育て支援活動が注目されるのも、こうした社会の変化によるところが大きいと思います。 

 東温市における子育て支援の充実としては、市内すべての小学校区に放課後児童クラブが設

置できており、共働き家庭等の不安の解消に大きく貢献していることです。また、待機児童問

題は大きな社会問題ともなっていますが、市内の保育園において、待機児童の発生がないこと

は、保護者の求職活動への負担もなくなり、子育て世代にとって、安心して過ごせる地域づく

りにつながっていると思います。 

 このように、子育て支援の充実に伴って、若い世帯も増えていってほしいものですが、出会

いから結婚まで進むには色々あるようです。婚活支援事業の推進により、何組かのカップルも

成立しているため、今後も出会いの場を工夫し、住みよい東温市の発展に貢献してほしいと思

います。 
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重点施策 ２ 乳幼児期の教育・保育の充実 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 市立幼稚園一時

預かりの拡充実施 

(決算額：8,025千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年度から、東谷・西谷幼稚

園において、通年で預かり保育を実施

するとともに、重信・北吉井・川上幼

稚園では、重信幼稚園が先行する形

で、預かり保育を試行的に実施し、毎

年定期的に見直しを図り、事業の拡充

をしてきました。 

平成 30年度は、学期中の預かり保

育について、それまで実施していなか

った北吉井幼稚園及び川上幼稚園に

も拡充し、市立幼稚園全園での実施と

なりました。 

また、夏季休業中等の預かり保育に

ついても、これまでと同様に実施しま

した。 

 

【重信・北吉井・川上幼稚園】 

①時間及び利用料 

学期中 

  14:00～16:00 100円／回 

夏季休業中 

   9:00～14:00 500円／回 

   9:00～16:00 600円／回 

②定 員 概ね 30人 

③支援員 加配 2名 

 

【東谷・西谷幼稚園】 

①時間及び利用料 

学期中 

   8:00～ 9:00 無料 

  14:00～16:00 100円／回 

  14:00～18:00 200円／回 

長期休業中等（夏季休業中含む） 

   8:00～13:00 300円／回 

  13:00～18:00 300円／回 

 

４ 

平成 29年度は、夏季

休業中の預かり保育を

全園へ拡充しましたが、

平成 30年度は、重信幼

稚園での学期中の預か

り保育の実績を考慮し、

北吉井・川上幼稚園を加

え、全園での実施へ拡充

しました。 

全園での学期中の預

かり保育実施により、市

内の保育ニーズに対す

る幼稚園側での受け皿

が整備されました。 
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②定 員 概ね 5人 

③支援員 加配 2名 

 

〔利用実績〕 

 

※在園児数については、H31.3.1時点の人数 

一日当た
り利用人

数

実利用人
数

延べ利用
人数
（Ｂ）

（B）/(A)

4 12 31 149 12.4
5 20 36 324 16.2
6 20 44 374 18.7
7 13 43 256 19.7

夏休み 23 41 371 16.1
9 16 38 304 19.0
10 21 45 394 18.8
11 20 51 438 21.9
12 13 48 315 24.2
1 14 48 301 21.5
2 19 51 423 22.3
3 12 50 265 22.1
計 203 - 3,914 19.3
4 13 20 77 5.9
5 21 35 200 9.5
6 20 43 271 13.6
7 12 52 216 18.0

夏休み 23 48 385 16.7
9 16 49 270 16.9
10 21 70 403 19.2
11 21 71 424 20.2
12 13 53 296 22.8
1 14 51 310 22.1
2 19 68 400 21.1
3 12 57 258 21.5
計 205 - 3,510 17.1
4 13 28 140 10.8
5 21 42 325 15.5
6 20 60 417 20.9
7 13 61 335 25.8

夏休み 23 29 297 12.9
9 16 47 388 24.3
10 21 62 470 22.4
11 21 54 458 21.8
12 13 48 318 24.5
1 13 40 288 22.2
2 19 49 381 20.1
3 11 48 277 25.2
計 204 - 4,094 20.1

学年始 5 8 25 5.0
4 11 7 62 5.6
5 21 7 111 5.3
6 19 8 115 6.1
7 14 8 89 6.4

夏休み 27 11 165 6.1
9 17 9 82 4.8
10 21 6 81 3.9
11 20 6 87 4.4
12 14 9 64 4.6

冬休み 8 10 47 5.9
1 15 6 64 4.3
2 18 7 79 4.4
3 12 6 46 3.8

学年末 6 14 50 8.3
計 228 - 1,167 5.1

学年始 4 5 16 4.0
4 11 6 29 2.6
5 20 9 72 3.6
6 20 8 79 4.0
7 10 10 56 5.6

夏休み 25 13 172 6.9
9 15 10 101 6.7
10 22 13 144 6.5
11 18 13 122 6.8
12 13 12 92 7.1

冬休み 8 10 31 3.9
1 15 11 75 5.0
2 19 13 126 6.6
3 12 13 79 6.6

学年末 6 15 52 8.7
計 218 - 1,246 5.7

重幼
（101）

北幼
（107）

川幼
（87）

東幼
（11）

西幼
（16）

園名
（在園児
数）

月
開所日
数

（Ａ）

利用人数
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(2) 森のようちえん

推進事業の実施 

(決算額：300千円) 

平成 30年度から令和元年度までの

2年間をかけ、川上幼稚園において、

森のようちえん推進事業を実施して

います。 

この事業は、県の森林環境税を財源

とする「森林わくわく体験」推進事業

の中の一事業で、幼稚園において森林

に親しむ活動を通して、豊かな感性を

育むとともに、自然環境や命に対する

意識の向上に貢献することを趣旨と

するものです。 

平成 30年度は、園児の遊びの中に

自然を取り入れるため、積極的に園外

保育を実施するとともに、保護者を交

えて自然や命に対して意識を向ける

ような取組を実施しました。 

また、県指導主事や市内幼稚園・保

育所関係者を招待して公開保育を実

施し、その内容を基に研究協議を行い

ました。 

 

H30森のようちえん推進事業【川上幼稚園】 

①事業内容（平成 30年度） 

 ・園周辺や森林に出掛け、自然を感

じたり触れたりする。 

 ・身近な自然の中で、友達や教師と

関わり遊ぶ楽しさを感じる。 

 ・木材や自然物を使って、見立てた

り作ったりすることを楽しむ。 

 

②主な事業実績 

【１学期】 

・白猪の滝・くぼの泉公園（遠足） 

 ・木のおもちゃ（園内：外部講師） 

【２学期】 

 ・公開保育（園内・園外活動） 

 ・砥部町ゆとり公園（遠足） 

 

４ 

本事業を通じて、園

児に対して自然への関

心を高めるとともに、

保護者参加のカリキュ

ラムを実施すること

で、家庭からの発信が

見受けられるなど、子

どもの発育環境の向上

が見られた。 

今後、２年目となる

本事業に関して、１年

目の親子交流から、他

園の子どもたちとの交

流へ拡充し、園児の活

動の場を広げていきた

い。 
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【３学期】 

 ・親子で木で遊ぶ(園内：外部講師) 

 ・親子で園外保育(遠足) 

 

③参加者 園児 85人とその保護者 

     （途中入退園児等含む。） 

外部講師 延べ 2人  

 

④収支 

収入 県補助金 300,000円 

支出 講師謝礼  20,000円 

旅費  2,200円 

消耗品費  88,568円 

通信運搬費   820円 

バス借上料  97,200円 

高速道路使用料  3,300円 

備品購入費  87,912円 

合計 300,000円 

 

 

【学識経験者意見】 

 預かり保育は、普段通っている幼稚園で長く預かってもらうこととなり、子どもにとってあ

まり負担にならず、また、預ける保護者にとっても、慣れた環境に子どもを預けるため安心な

事業だと思います。平成 30年度には市立幼稚園の全園が夏季休業中などの長期休業を含め、

年間を通した実施となり、市内の保育ニーズに十分応えた対応がなされています。 

 利用時間と料金が、園のグループによって違いがみられますが、これは地域の特性を考慮し

てのことでしょうか。今後、より適切な利用体系となるようにしてほしいと思います。また、

預かり保育の時間帯の教員数は、通常の教育時間より少なくなるため、子どもたちが安全で安

心して過ごせる環境づくりにも努めてください。 
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重点施策 ３ 社会総がかりで取り組む教育の推進 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

学校評価の効果的

な活用と公表 

(決算額：   ― 千円) 

学校教育法第 42条に基づき、学校

の教育活動や学校運営について学校

関係者が評価を行い、必要な支援、改

善等を図り、教育水準を高める必要が

あるため、全ての幼稚園、小・中学校

において学校評価を実施しました。 

 また、学校評価報告会を小・中学校

は２月 18日、20日に開催し、各学校

の課題と成果について意見交換を行

うとともに、評価内容、評価方法等に

ついて検討を行いました。 

なお、評価結果は各学校のホームペ

ージで公表しています。 

 

〔学校評価実施状況〕 

学校等名 実 施 日 

北吉井小学校 
平成 30年 7 月 17日 

平成 31年 2 月 4 日 

南吉井小学校 
平成 30年 7 月 18日 

平成 31年 2 月 7 日 

拝志小学校 
平成 30年 6 月 7 日 

平成 31年 2 月 1 日 

上林小学校 
平成 30年 6 月 15日 

平成 31年 2 月 7 日 

川上小学校 
平成 30年 6 月 22日 

平成 31年 2 月 7 日 

東谷小学校 
平成 30年 6 月 7 日 

平成 31年 1 月 31日 

西谷小学校 
平成 30年 7 月 3日 

平成 31年 2 月 8 日 

重信中学校 
平成 30年 7 月 5 日 

平成 31年 1 月 31日 

川内中学校 
平成 30年 7 月 9 日 

平成 31年 1 月 24日 

 

３ 

学校評価の取組を通

じて各幼稚園、小・中

学校として、現在、重

点的に取り組むべきこ

とは何かを把握し、学

校全体として教育活動

の充実・改善に取り組

み、学校運営について

も組織的、継続的な改

善を図ることができま

した。 

また、学校運営の状

況や児童生徒等の様子

について保護者、地域

の代表者等との十分な

意見交換や公表を行う

ことで、「地域に開か

れ、地域から信頼され

る」学校づくりに向け

て努力しています。 

今後も、評価の結果

を保護者や地域住民に

ホームページや学校便

りで丁寧に周知し、コ

ミュニティスクールの

構築に向けて学校運営

への参画を促進してい

くことが重要であると

考えます。 
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重信幼稚園 
平成 30年 6 月 26日 

平成 31年 2 月 19日 

北吉井幼稚園 
平成 30年 6 月 22日 

平成 31年 2 月 5 日 

川上幼稚園 
平成 30年 5 月 10日 

平成 31年 2 月 7 日 

東谷幼稚園 
平成 30年 6 月 27日 

平成 31年 2 月 22日 

西谷幼稚園 
平成 30年 7 月 17日 

平成 31年 3 月 6 日 
 

【学識経験者意見】 

 学校評価は、教育計画に基づいた教育活動が機能しているかどうかを確かめ、PDCAサイクル

を確立するためのものです。また、その評価結果を生かすことで、子どもたちがより良い教育

を享受できるよう、学校・家庭・地域が努力しなければなりません。 

 この取り組みを市内全ての幼稚園、小・中学校において実施し、ホームページで公表してい

ることは、各学校のよさや課題が明らかになり学校の信頼性が高まることにもつながっていま

す。また、それにより保護者と連携・協力することが必要な内容を明らかにすることもできま

す。評価結果が教育活動その他の学校運営の改善につながり学校・家庭・地域の絆が深まり、

東温市の教育の質がより高まっていくことを期待しています。 
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重点施策 ４ 安全・安心な教育環境の整備 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 老朽施設改修（大

規模改修）事業の推

進 

 

① 川上小学校屋外

プール改築工事 

(決算額：  269,006千円) 

 

 

 

 

 

② 重信中学校屋外

プール大規模改修

工事 

(決算額：  64,964千円) 

 

 

 

 学校施設改修計画に基づき、平成 30

年度は、小学校 1校のプール改築工事、

中学校 1校プールの大規模改修工事を

実施しました。 

〔川上小学校屋外プール改築工事概

要〕 

工期 平成 30年 6月～ 

平成 31年 3月 

概要 25m×8 ｺｰｽﾌﾟｰﾙ、幼児用低学

年プール、192席観覧席、39

台駐車場整備ほか 

 

〔重信中学校屋外プール大規模改修工

事概要〕 

工期 平成 30年 6月～ 

平成 31年 3月 

概要 プール底・側面のシート張り

替え、ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ等外部の防水

塗、建具改修ほか 
 

 

４ 

 順調に改築工事及

び大規模改修工事を

竣工できました。 

 また、今回の川上小

学校屋外プール改築

工事に併せ、旧プール

跡地に駐車場を整備

することにより、学校

周辺の渋滞解消を図

ることができました。 

 今後も、児童生徒の

安全・安心な教育環境

を確保するため、計画

的に老朽化施設の改

修に努めていきます。 
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(2) 学校の危機管理

体制の充実 

 

 

① 防災教育の充実

（学校防災教育実

践モデル地域研究

事業（上林小学校）） 

(決算額：    60千円) 

 

② 不審者情報提供

システム 

(決算額：       74千円) 

 

 

 

 

 

③ 通学路における

安全教育の推進と

環境整備 

(決算額：  ― 千円) 

  

 全ての幼稚園、小・中学校で警察・

危機管理課その他関係機関と連携した

避難訓練や交通安全教室等を実施しま

した。 

 平成 30年度は、上林小学校を拠点校

として、「学校防災教育実践モデル地

域研究事業」を実施し、炊き出し訓練

や防災マップ作成に取り組みました。 

 

 

 不審者情報提供システムは、関係機

関と連携を図り、迅速かつ正確な情報

提供に努めました。 

〔登録・配信件数〕    (単位：件) 

 平成29年度 平成30年度 

登録件数 412 445 

配信件数 9 10 

 

平成 30年度中に発生した重大事件

等を受け、交通安全・防犯・防災等の

観点から、小・中学校の通学路を関係

機関が合同で点検し、防犯灯・路面標

示・カーブミラーの設置等の危険箇所

対策を関係機関と連携して行いました。 

 

 

３ 

 「総合的な学習の時

間」や防災訓練等を通

して子どもたちの生

きる力を育むための

防災教育に取り組む

ことができました。特

に、上林小学校では全

校を挙げて実践的な

防災教育に取り組み、

児童及び教職員の自

助・共助の意識向上を

図ることができまし

た。 

 不審者情報提供シ

ステムは、保護者等へ

の積極的な利用の促

進に努めます。 

 通学路の安全対策

を推進することで、安

全・安心な登下校の環

境を整備することが

できました。 

 

【学識経験者意見】 

 川上小学校のプールは市内小学校の中でも古く、今まで改修を繰り返しながら使用していた

と思います。今回の改築工事でプールが新しくなり、子どもたちはもちろんのこと、家庭・地

域の方も喜んでいることと思います。 

 各校のホームページを見ていますと水泳指導の一環として、水難で命を落とさないよう着衣

水泳が実施され、その指導の様子をうかがい知ることができました。命を守るための水泳にも

力を入れていることに安心しました。 

 防災教育については、近い将来予測される防災に関して、適切な判断と安全の保持増進に関

する実践的な能力を養うことが大切とされています。市内各校においては、学期に 1回は各種

避難訓練が実施され、子どもたちに生きる力を育むための防災教育が行われ、学校に子どもた

ちを預けている保護者にとって大きな安心となっています。ただ、市内の学校の立地場所や通

学路の状況が随分と異なるため、地域の様子に応じた安全対策に今後も力を入れてほしいと思

います。 
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 子どもたちを狙った声かけやつきまといなどの不審者情報は、いち早く知ることが大切で

す。これからも保護者等への利用の啓発を続けてください。 
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重点施策 ５ 確かな学力を育てる教育の推進 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 全国学力・学習

状況調査の実施と

有効活用 

(決算額：   ― 千円) 

 

 小学校6年生及び中学校3年生を対

象に実施した全国学力・学習状況調査

や愛媛県学力診断調査、定着度確認テ

スト等の結果をもとに、東温市立小中

学校の状況を分析し、学力向上推進委

員会で今後の学力向上に向けた取組

について協議を行うなど、確かな学力

の定着に努めました。 

 

３ 

学校向上推進主任を

中心に、各学校の全国

学力・学習状況調査の

結果を踏まえて、授業

改善の更なる向上のた

めの方法や家庭学習の

充実のための効果的な

方法を検討することが

できました。 

(2) 小学校外国語活

動の指導充実 

(決算額：    3,072千円) 

 小学校 5・6年生で必修化されてお

り、令和 2年度から小学校 3・4年生

についても必修化される外国語活動

において、市内全小学校 3・4年生及

び 5年生は日本人外国語活動支援員

を 1名増員し 2名、6年生は外国語指

導助手（ＡＬＴ）2名を配置しました。 

 外国語活動の授業を学級担任とと

もに各クラス年間3・4年生は15時間、

5・6年生は 50時間行いました。 

 

３ 

支援員１名を増員

し、授業数増加に対応

することができまし

た。また、聞いたり話

したりすることによ

り、外国語に慣れ親し

むことができ、コミュ

ニケーションを図ろう

とする態度を養うこと

ができました。 

(3) 国際理解教育の

推進 

(決算額：      832千円) 

児童生徒の国際理解を深めるため

になめがわ清流の森において、生涯学

習課開催の「わんぱく広場」及び「ジ

ュニアリーダー」において、外国人講

師によるミニゲームや児童生徒との

交流することで、国際理解教育の推進

を図りました。 

〔わんぱく広場〕 

実 施 日 参加者数 

平成 30年 8月 8,9日 小学生54人 

〔ジュニアリーダー〕 

実 施 日 参加者数 

平成 30年 8月 

16,17日 

中学生17人 

 

 

４ 

飯盒炊飯に外国語講

師が参加し、自国の紹

介や英語を使ったゲー

ムを行い、児童生徒と

コミュニケーションを

図りました。また、キ

ャンプファイヤーで外

国語講師の紹介を児童

に英語でしたり、講師

の母国の文化に触れる

ことで、国際文化に興

味を持ってもらい、国

際理解教育を推進しま

した。 

今回、生涯学習課の
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小学生対象の「わんぱ

く広場」、中学生対象

の「ジュニアリーダー」

と共催することによ

り、昨年と比較すると

国際理解教育推進事業

の参加人数が、大幅な

増加となりました。 

22人(H29)⇒71人(H30) 

 (4)ＩＣＴ環境整備

の推進と有効活用 

(決算額：  14,609千円) 

平成 28年度に導入した学校グルー

プウェア及び平成 29年度に導入した

校務支援システムを円滑に運用する

ことにより、教職員の業務負担軽減を

図りました。また、セキュリティ強化

機器等の導入により、個人情報のセキ

ュリティ強化を実施しました。 

項目 内容 

校務支援

システム 

児童生徒名簿情報、出欠席

情報、成績情報等を電子化 

グループ

ウェア 

行事予定、掲示板、メッセ

ージ、機能等を持った学校

グループウェア 

セキュリ

ティ強化

機器 

パスワード及び手のひら

認証による二要素認証、情

報の暗号化等 
 

 

４ 

校務支援システム及

びグループウェアの導

入による各種情報の電

子化等により、教職員

の事務の省力化や迅速

な情報共有が図られる

など、導入したシステ

ムを有効的に活用する

ことができました。 

また、セキュリティ

強化により、電子化し

た情報の外部への漏え

いを防ぐことができま

した。 

【学識経験者意見】 

 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえて、授業改善のさらなる向上のための方法はもちろ

んのこと、家庭学習のための効果的な方法を検討できたことの意義は大きいと思います。家庭

学習の大切さと言うものの、各家庭の状況が違うため、横一列で力をそろえることは難しいこ

とです。そうした状況も踏まえ、家庭学習がより充実したものとなるよう、これからも学校と

家庭との連携を図ってほしいと思います。 

 外国語活動は、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成とコミュニケーショ

ン能力の素地を養うことを目指しています。東温市では、このような力を育てるため支援員を

増やすなど外国語活動の充実に向けた取り組みがなされています。また、国際理解教育の推進

にも工夫を重ね、その取り組みへの理解が参加人数の大幅な増加にもつながったと思います。

今後も、楽しく触れ合いながら相互理解が深まる活動に期待しています。 
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 教職員の労働時間が長いことは周知のこととなりました。さまざまな状況を処理しなくては

ならず、勤務時間の大幅な超過は社会問題ともなっています。そうした教職員の負担軽減を図

るため導入された校務支援システムは、現場の先生方にとって、大変ありがたいものだと思い

ます。しかし、こうしたシステムには人的ミスが発生する恐れもあり、セキュリティーの強化

に努めてほしいと思います。 
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重点施策 ６ 豊かな心、健やかな体を育てる教育の推進 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 坊っちゃん劇

場アウトリーチ

事業 

 (決算額： 400千円) 

 

 

 坊っちゃん劇場の俳優が小・中学校へ出

向き、学習発表会の練習指導や演技指導を

行うなど、各学校のニーズに応じた事業が

展開されました。 
 

学校名 指導内容 
回数 

(年間) 

北吉井小 ダンス振付指導 10 

南吉井小 学習発表会練習 ５ 

拝志小 学習発表会芝居練習 ５ 

上林小 学習発表会劇指導 ３ 

川上小 歌劇演技指導 ３ 

東谷小 学習発表会劇指導 ２ 

西谷小 学習発表会劇指導 ２ 

重信中 演劇部部員演技指導 ７ 

川内中 人権劇台本作り、演技指導 ３ 

 

３ 

 

 児童生徒が坊っち

ゃん劇場の俳優から

直接、自己表現力を

高める演技指導を受

け、貴重な体験がで

き、児童の情操や感

性を育むことができ

ました。 

また、中学生の演

劇発表等において

は、日頃の練習の成

果が発揮でき、今後

に向けた活動意欲が

高まりました。 

(2) 特色ある学校

づくり事業 

 (決算額：1,420千円) 

 

市内小・中学校において、地元住民の指

導による体験活動や地元企業での職場体

験など、地域の特性を活かした魅力的な体

験型ふるさと教育を実施しました。 

学校名 主な活動内容 

北吉井小 
校区内の高齢者施設利用者や障が

い者との交流会 

南吉井小 
野菜を育てる活動を通して、命の

大切さを学ぶ学習 

拝志小 

地元講師の方に戦争の読み聞かせ

をしていただき、命の大切さを学

ぶ平和学習 

上林小 
地元講師を迎えて、英語を使った

交流会 

川上小 
校区内の高齢者施設利用者との交

流会 

 

３ 

各学校の特性を活

かした様々な体験を

通して、教科書だけ

では学べない、児童

生徒の豊かな感性を

育て、社会的な人間

性を育むことにつな

がっています。 
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東谷小 
地元の人と交流しながら、米づく

りの体験学習 

西谷小 
地元のボランティア活動をされて

いる方との交流会 

重信中 
市内及び周辺地域の事業所での職

場体験 

川内中 
市内及び周辺地域の事業所での職

場体験 

 

 

 

 

(3) 緑の少年隊事

業 

(決算額：   80千円) 

上林小学校と西谷小学校の緑の少年隊

が、緑化活動や奉仕活動に取り組み、活動

を通して緑の大切さを学ぶとともに、ボラ

ンテイア精神の向上に努めました。 

 

〔上林ささゆり緑の少年隊〕 

隊員数 20名（3～6年生） 

主な活動 

・地域の公園や通学路等のボランティア

清掃 

・環境ポスターの製作・貼り替え 

・しいたけ植菌活動 

・サツマイモ苗植え、掘り など 

〔西谷みどりの少年隊〕 

隊員数 25名（4～6年生） 

主な活動 

・路側帯の整備活動 

・イヨアブラギクの挿し木 

・森林体験教室 

・竹炭焼き など 

 

 

４ 

永年にわたり学

校・保護者・地域が

一体となり、森林教

室での体験活動等を

通じて、児童がお互

いに助け合いながら

自然や森林の大切さ

を学び、ふるさとへ

の愛着と心豊かな感

受性を育むことがで

きました。 

また、環境学習の

推進にも大変効果的

事業となっていま

す。 
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(4) 東温市水泳記

録会、陸上記録会

の開催 

(決算額：    872千円) 

 

体育・スポーツの振興と児童の体力向上

を図るため、陸上記録会を実施し、大会参

加者に掛かる交通費の補助を行いました。 

なお、水泳記録会は、猛暑により中止し

ました。 

〔市陸上記録会〕 

実施日 平成 30年 10月 11日(木) 

場 所 ﾆﾝｼﾞﾆｱｽﾀｼﾞｱﾑ 

参加者 児童 374人 

〔県陸上記録会〕 

実施日 平成 30年 11月 12日(月) 

場 所 ﾆﾝｼﾞﾆｱｽﾀｼﾞｱﾑ 

参加者 児童 33人 
 

 

 

 

３ 

水泳記録会につい

ては猛暑により、児

童の安全を考慮して

中止しました。 

陸上記録会では、

児童の競技に取り組

む意欲が高まり、技

能・体力の向上が図

られるとともに、陸

上運動等の普及につ

ながっています。 

また、スポーツを

通した市内の学校間

の交流の場でもある

ことから、今後も継

続に努めていきま

す。 

 

(5) 環境教育推進

事業 

(決算額：   300千円) 

 

 

 

 

川内中学校において、“環境教育を通し

て「気づき、考え、行動」できる生徒を育

成する”ことを目的として、活動を行いま

した。 
 

学年 主な活動内容 

1年生 
環境教育出前講座、リサイクル企

業の見学 

2年生 
教科における環境教育、ゲストテ

ィーチャーの活用 

3年生 
発電所見学、防災学習、エコキャ

ップ回収運動 

 

３ 

体験活動をするだ

けでなく、得た情報

を発信することで、

環境問題に関ろうと

する態度を身に付け

させることができま

した。 

また、災害の被害

を減らすために日常

から自然環境保護活

動の重要性について

考えることができま

した。 
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【学識経験者意見】 

 豊かな心を育てる一つの方法として、表現力を育てることも大切だと思います。市内の各校

では学習発表会が行われ、表現する力が求められています。このような教育活動へ、坊っちゃ

ん劇場の俳優が学習発表会の練習指導や演劇指導をすることで、より豊かな表現力の育成につ

ながっていると思います。また、坊っちゃん劇場の観劇では、子どもたちが迫力ある演劇に触

れたり、舞台芸術の素晴らしさにも触れたりすることができることは、東温市の特色ある教育

活動として高く評価できます。 

 特色ある学校づくり事業では、各校とも地域性を生かした活動内容となっており、家庭と地

域との信頼関係づくりが積極的に行われていることの証だと思います。しかし、こうした活動

の時間が増えることにより、教員への負担も増えるはずです。適切な活動内容を見極めた事業

であってほしいと思います。 

 上林小学校と西谷小学校における緑の少年隊活動は、それぞれの学校の伝統として受け継が

れています。今後も、小規模校ならではの特色を生かし、緑の大切さを学ぶとともにボランテ

ィア精神の向上に努めてほしいと思います。 
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重点施策 ７ 特別支援教育の充実 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 学校生活支援員

の配置の拡充 

(決算額： 56,213千円) 

学校生活や学習面で配慮を要する

児童生徒の支援を行うために、33人

の生活支援員を配置しました。 

〔配置状況〕 

学校名 
配置人数 

平成 29年度 平成 30年度 

北吉井小学校 5人 6人 

南吉井小学校 7人 7人 

拝志小学校 2人 2人 

上林小学校 1人 1人 

川上小学校 6人 5人 

東谷小学校 1人 1人 

西谷小学校 3人 3人 

重信中学校 5人 5人 

川内中学校 2人 3人 

計 32人 33人 
 

 

４ 

学校生活支援員の増

員により、配慮を要す

る児童生徒の学校生活

における補助、介助、

安全確保など、一人ひ

とりに応じたきめ細や

かな支援を行うこと

で、更に特別支援教

育・個別生活支援・少

人数指導を充実させる

ことができました。 

 

 

 

 

 

(2) 通級指導教室の

充実 

（決算額： ― 千円) 

 

言葉や学習、行動、対人関係などに

ついて特に支援を必要とされる児童

生徒に対して、指導を行なうために、

通級指導教室を設置しています。 

〔設置状況〕 

学校名 
学級数 

平成 29年度 平成 30年度 

南吉井小学校 2学級 2学級 

川上小学校 1学級 1学級 

重信中学校  1学級 

川内中学校 1学級 1学級 

計 4学級 5学級 
 

 

４ 

支援を必要とされる

児童生徒に対して、そ

の特徴的な状態ができ

る限り早い時期に改善

されるように、指導を

行ないました。 

今年度より、市内全

ての中学校に通級指導

教室を設置し、より多

くの生徒が指導を受け

られるようになりまし

た。 
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(3) 巡回相談・教育

相談事業の充実 

(決算額： 1,342千円) 

 巡回相談員が保育所(園)、幼稚園、

小・中学校を訪問し、望ましい指導方

法を教職員等と一緒に考えるなど、支

援体制の整備及び充実を図りました。 

〔巡回相談実施状況〕 

学校等種別 実施回数 相談人数 

保育所 21回 86人 

幼稚園 15回 52人 

小学校 17回 51人 

中学校 4回 15人 

計 57回 204人 

〔教育相談実施状況〕 

 実施日 相談人数 

第１回 7 月 25 日～27 日 32人 

第２回 10 月 29 日～31 日 12人 

臨 時 

11月  7日  1人 

11月 16日  1人 

12月 11日 

2月 22日 
1人 

 

 

４ 

巡回相談は、専門的

な知識をもつ相談員が

教育現場を訪問し教職

員等に子どもの理解や

支援方法等について実

践的な指導、助言を行

うことで、配慮を要す

る幼児児童生徒の適切

な支援に繋がりまし

た。 

教育相談事業は、支

援を要する幼児児童生

徒及び保護者と面談す

ることで状態を把握

し、教育的ニーズに的

確に対応し、個に応じ

た適切な指導、助言を

行うことにより、子ど

もたちのよりよい学校

生活の支援及び望まし

い学びの場の決定に繋

げることができまし

た。 

【学識経験者意見】 

 文科省が平成 24年に実施した「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育

的支援を必要とする児童生徒に関する調査」の結果では、約 6.5％程度の割合で通常の学級に

在籍している可能性があると示されました。配慮を要する児童生徒には、早期にきめ細やかな

支援が必要で、今回、学校生活支援員が増員されたことは、東温市における特別支援教育の充

実がより高まったと言えます。 

 通級指導教室が市内全ての中学校に設置されたことも、大変評価できる事案です。自校に通

級指導教室が無い場合、わざわざ時間をつくって他校に出向いていく手間が取れず、必要性を

感じながらも回数が減ることもあったと思います。そうした不便さが解消されたことで、より

多くの生徒が指導を受けられるようになったことは、生徒だけでなく保護者の安心感にもつな

がったと思います。 

 専門的な知識や経験を有する巡回相談員の訪問や教育相談により、教員に発達障害のある児

童生徒に対する適切な支援方法について、指導助言が行われていることが、実施状況の表から

もうかがえます。今後も学校や教師への支援を状況に即して行ってほしいと思います。 
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重点施策 ８ 教職員の資質・能力の向上 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 学力向上、いじ

め・不登校等に対

応できる教職員の

研修の充実 

 (決算額：    7 千円) 

 

 東温市いじめＳＴＯＰ子ども会議

に合わせて市内小・中学校の全教職員

を対象に児童生徒理解と生徒指導に

ついて研修会（講演会）を開催しまし

た。 

実施日 平成 30年 8月 7日(火) 

会 場 中央公民館 

参加者 200人 
 

 

３ 

分科会での話し合い

活動、講演会を通じて、

いじめの未然防止やい

じめを認知した場合の

対処方法について教職

員が共通理解を図るこ

とができました。 

(2) QU調査の実施と

効果的な活用 

 (決算額： 1,374千円) 

 

 心理検査（Hyper-QU、Q-U）を市内

全ての小・中学校で実施し、分析され

た調査結果をもとに児童生徒一人ひ

とりについて理解するとともに学級

集団の状態を把握し、校内研修会等で

教職員が情報共有、共通理解に努め、

温かく好ましい学級集団の形成と人

間関係づくりに取り組みました。 

 

３ 

悩みを抱える児童生

徒の早期発見、いじめ

の未然防止やより良い

学級づくりに有効であ

り、学級集団の状況を

把握・分析して、悩み

を抱える児童生徒の対

応につながりました。 

今後も更に調査結果

の分析力を高め、児童

生徒の理解を図り、充

実した指導により一層

の効果をあげることが

できるよう努めていき

ます。 
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(3) 東温市教職員研

修会を通じた指導

力の向上 

(決算額：    ― 千円) 

 

 テーマごとに分かれて授業公開、研

究協議、指導案づくり、レポート作成

等を実施しました。 

実施日・会場・内容 

① 平成 30年 10月 3日（水） 

拝志小学校 防災教育 

② 平成 30年 11月 13日（火） 

上林小学校 見方・考え方 

③ 平成 30年 11月 14日（水） 

拝志小学校 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教育 

④ 平成 30年 11月 19日（月） 

川上小学校 道徳教育 

参加者 200人 
 

 

３ 

指導案づくりやレポ

ート作成を通して、教

職員の指導力・授業力

の向上を図ることがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

【学識経験者意見】 

 教員の資質・能力と一言で言っても、あらゆる場面に対応した力が求められています。また、

変化の激しい時代であるからこそ、教員に求められる資質能力を確実に身に付けることの重要

性も高まっています。学力向上、いじめ・不登校等に対応できる能力も、今の学校生活におい

て、最も必要とされる能力の一つです。 

 平成 25年に「いじめ防止対策推進法」が施行されました。いじめは、どの子どもにも起こ

りうることを念頭に、教員がいじめについての正しい知識と対応の仕方を身に付けることがで

きるよう、今後も研修を重ねてほしいと思います。 

 Hyper-QU、Q-U調査は、いじめの未然防止やよりよい学級づくりに有効ですが、継続して実

施するには多くの予算も必要となります。そのため、他市では実施したくてもなかなか実施で

きず、研修会などで東温市が継続して実施していることを話すと、他市の学校からうらやまし

がられます。こうした Hyper-QU、Q-U調査の意義や利用価値を教職員一人ひとりがしっかりと

受け止め、調査結果から子どもたちの心の様子を知り、より有効に活用してほしいと思います。 

 教師である以上、授業力は最も身に付けておくべき力です。東温市教職員研修会等を継続し

て開催していることは、教師のより確かな指導力の向上につながっていると思います。 
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重点施策 ９ 学校給食の充実と食育の推進 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 特色ある給食の

提供 

(決算額：    22千円) 

小学５年生以上の児童を対象に

「ふれあいスクールランチコンテス

ト」を開催し、児童が考えた献立を

学校給食に取り入れました。 

また、愛媛県だけでなく、全国各

地の郷土料理や、子どもの日・七夕・

十五夜・秋祭り等の行事食のほか、

旬の野菜や魚を使った献立を積極的

に取り入れました。 

食育だより、給食放送等で、伝統

行事や伝統食の意義、自然や生活と

の関わり等について紹介しました。 

 食を選択できる力を身につけるこ

とを目的に、７月と 12月にはセレク

ト給食を実施しました。 

〔メニュー数〕 

 平成 29 年度 平成 30 年度 

主   食  74種  88種 

副   食 339種 305種 

デザート類  46種  39種 

郷土料理・行事食  46回  32回 

ﾘｸｴｽﾄ・ｾﾚｸﾄ給食   4回   4回 
 

 

３ 

学校給食の献立に

「ふれあいスクールラ

ンチコンテスト」で受

賞した児童が考えた献

立や、地場産物・郷土

料理等を取り入れるこ

とで、食への関心を高

め、また地域の文化や

郷土への愛着を深め、

食に関する指導の充実

を図ることができまし

た。 

 

(2) 給食を教材とし

た食育の推進 

(決算額：    ― 千円) 

施設見学で、児童や園児が調理作

業を見たり、給食ができるまでの話

を聞いたり、模擬体験したりするこ

とによって、給食に関わる人々への

思いや苦労を理解し、感謝の気持ち

を育み、食の大切さを持てるよう働

きかけをしました。 

 さくら市場給食部会の生産者及び

調理員と児童との交流給食会を実施

しました。 

 児童生徒を対象に、学校給食に使

用するそら豆・ぶんど豆のさやむき、

 

４ 

栽培や収穫等を体験

し、生産者や調理員と

関わることで、食と食

に関わる人々への感謝

と思いやりを深め、食

の大切さを伝えること

ができました。 

児童がプロスポーツ

選手とスポーツでふれ

あい、給食を食べる機

会をつくることで、コ

ミュニケーション能力
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青パパイヤの栽培やケールの収穫体

験を実施しました。 

愛媛を拠点とするプロスポーツ選

手とのふれあい給食会を実施しまし

た。 

 

〔残食率〕       （単位：％） 

小学校 1学期 2学期 3学期 年間 

平成 29 年度 2.1 2.3 2.3 2.2 

平成 30年度 1.6 1.4 1.7 1.6 

 

中学校 1学期 2学期 3学期 年間 

平成 29年度 1.0 1.1 1.2 1.1 

平成 30年度 1.1 1.2 1.3 1.2 

 

〔学校給食センター施設見学・試食〕 

南吉井小学校２年生：107人 

川上小学校２年生：71人 

東谷幼稚園：9人 

双葉保育所年長児：33人 

南吉井小学校ＰＴＡ：28人 

重信中学校ＰＴＡ：15人 

北吉井幼稚園ＰＴＡ：18人 

その他：47人 

（職場体験） 

  重信中学校２年生：9人 

 

〔ふれあい給食会実施校〕 

  愛媛マンダリンパイレーツ 

   拝志小学校全校児童 

  愛媛ＦＣ 

   南吉井小学校５年生児童 

 

の向上に取り組むこと

ができました。 
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(3) 地産地消の推進 

(決算額：    ― 千円) 

 さくら市場給食部会との連携によ

り地場産物の消費拡大を進めまし

た。 

生産農家を取材した内容を地産地

消通信で情報発信したほか、献立表

には食材の産地を表記し周知するな

ど、「地産地消の見える化」を図り

ました。 

 

〔地場産物活用状況〕       

 平成29年度 平成30年度 

県内産 78.6％ 99.0％ 

(東温市産) (40.1％) (44.6％) 

（平成30年度県平均40.8％） 

 

 

４ 

さくら市場給食部会

生産者や地元企業等の

協力を得て、東温市産

の食材をレトルト加工

や冷凍加工し、地元野

菜を年間通して使用可

能とし、地元食材の使

用率を高めました。 

県内産食材使用率

は、平成 22年度以降続

けて県下１位となって

います。 

【学識経験者意見】 

学校給食によって学校に行く意欲や、授業に取り組む意欲の向上が図られること、また、園

児・児童・生徒にとって、学校の時間割の中でも、一番人気の高い「食育」が給食であること

を考えると、食の大切さを伝えることはとても重要です。給食の残食率が 1％台という結果か

らすると、その取組については高い水準を示していると思います。消費者庁消費者政策課の食

品ロス削減関係参考資料 （平成 30年６月 21日版）によると、日本の自給率がカロリーベー

スで 38％しかない現状で、日本の食品廃棄物等が年間 2842万ｔ（そのうち食品ロスが 646万

ｔ）と世界トップクラスと言われている現状から考えても、ロスを出さないということはとて

も大切なことです。 

また、県内産食材使用率が、平成 22年度以降続けて県下 1位という結果についても、SDGs

（持続可能な開発目標）を考える上で、とても評価すべきことだと思います。 

残食率を下げることや、地場産の食材使用率の上昇も、食育を進めていくことにおいて大切

な数字だと思いますが、それ以上に園児・児童・生徒にとって、「美味しい」・「楽しみ」・

「食べてみたい」給食ということが、上記のことを進めていくにおいても一番基本的なことで

あるということを忘れてはいけないと思います。そのことに立ち返れば、児童生徒が食べてみ

たいリクエスト・セレクト給食の回数や、「ふれあいスクールランチコンテスト」のような児

童が考えた献立の採用は、もっと拡大する余地があると思います。その美味しさ・楽しさが園

児・児童・生徒に伝わり、その上において食に興味関心を持ち、食の大切さが伝わっていくと

いうのが、一番自然な「食育」の流れだと思います。 

地元企業等の協力を得て、東温市産の食材のレトルト加工や冷凍加工という技術の活用は、

東温市産の食材の活用において、とても有効な手段だと思います。また、民間企業が取り入れ

ている「契約農家による栽培」などを参考にすることも有効だと思います。東温市産の食材が、

安心安全であるということが前提条件にはなりますが、給食センターでは、大量の食材を限ら
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れた時間で調理し給食の納入時間を遵守する必要がある、ということを考えれば、品質や規格

をある一定基準以上の物に統一するということも、同時に考えていかなければならない課題だ

と思います。 
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重点施策 10 いじめ・不登校等への組織的対応 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 東温市いじめ防

止基本方針の具体

性のある見直し 

(決算額：   ―  千円) 

 

 「東温市いじめ防止等のための基本

方針」に基づき、関係者が連携を図り

ながら、いじめの未然防止、早期発見、

早期解決のための取り組みを総合的

かつ効果的に推進しました。 

 また、基本方針に関して国、県や他

市町から情報収集し、見直しについて

検討しました。 

〔不登校・いじめ認知の推移〕 

※不登校児童生徒数については、年間30

日以上の欠席者 

年 度 
不登校児

童生徒数 

い じ め 

認知件数 

平成 26年度 20人 13件 

平成 27年度 20人 23件 

平成 28年度 28人 99件 

平成 29年度 31人 88件 

平成 30年度 28人 84件 

 

３ 

いじめを絶対に見逃

さないという意識を持

ち、児童生徒が悩み事

を相談できる体制づく

りに努め、事前に対処

することで、前年度よ

り認知件数が減ってき

ており、いじめの未然

防止と解消に向けての

手立てが図られている

と考えられます。 

不登校の児童生徒数

については、減少して

いるもののまだ多いた

め、スクールソーシャ

ルワーカーの活用や相

談体制の拡充が必要と

考えます。 

引き続き、いじめの

未然防止、早期発見、

対処等の取組について

組織として実効的に対

応できるように基本方

針の見直しと教員のス

キル向上に努めていき

ます。 
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(2) ハートなんでも

相談員の配置及び

活用 

 (決算額：  4,455千円) 

 

 

 小学校（大規模校）、川内中学校に

それぞれ１名及び重信中学校に２名

を配置し、いじめ・不登校などの悩み

を抱える児童生徒の支援に取り組み

ました。小規模な小学校への対応とし

て、スクール・ソーシャル・ワーカー

が各学校を訪問し相談を実施しまし

た。 

〔相談件数〕 

学校名 平成 29年度 平成 30年度 

北吉井小学校 626件 810件 

南吉井小学校 405件 637件 

川上小学校 548件 448件 

重信中学校 1,271件 1,097件 

川内中学校 604件 869件 
 

 

３ 

不登校や、教室に行

きづらい傾向にある児

童生徒等の未然防止、

早期発見及び解決を図

るため、児童生徒及び

保護者の悩みや相談に

丁寧に応じることで、

不安を解消するととも

に、児童生徒の状況の

改善に向け、学校や家

庭と連携しながら取り

組むことができまし

た。 

 

 

 

【学識経験者意見】 

 「東温市いじめ防止等のための基本方針」に基づき、いじめを絶対に見逃さないという意識

を高め続けていることは、いじめの未然防止と解消に向けての大きな力となります。ただ、こ

こ１、２年の数字の変化で良好な傾向にあると判断するのは尚早だと思います。 

 いじめへの組織的な対応としては、市内各校がそれぞれの学校の実態に即した「いじめ防止

基本方針」を策定し、ホームページに掲げています。どの学校も校長のリーダーシップのもと、

全教職員による指導体制を確立し、いじめ防止と解決に取り組んでいることは、子ども一人ひ

とりを大切にした学校経営が行われていると考えられます。今後も「いじめは、どの学校にも、

どの子にも起こりうる」という意識を持ち、安全・安心な学校づくりに取り組んでほしいと思

います。 

 「ハートなんでも相談員」は、愛媛県教育委員会が、非行や不登校などの早期発見と未然防

止に努め、不登校児童生徒数を減少させるという意図で実施している事業で、児童生徒や保護

者の不安解消に大きく貢献していると思います。 

 相談件数の表は、総数が示されていますが、児童生徒と保護者等の相談件数を分けると、学

校ごとの特徴がより分かりやすくなると思います。また、各校の相談件数と児童生徒数を比べ

てみると、その比率がかなり大きな差となって表れます。この表を深く掘り下げていくことで、

子どもたちの実態に迫ることができ、子どもたちの不安解消につながると思います。 
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重点施策 11 地域ぐるみで取り組む青少年健全育成活動の推進 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 補導活動の充実

と有害環境対策の

推進 

 (決算額： 1,129千円) 

 

 市が委嘱した 64名の地域推薦や小

中学校の生徒指導主事等で構成する

補導委員により、年間を通して補導活

動や不良図書回収などの環境浄化活

動を実施しました。 

 また、少年健全育成推進協議会や青

少年問題等協議会と連携を図り、情報

交換を行いました。 

〔補導活動の状況〕 

 平成29年度 平成30年度 

年間補導回数 33回 34回 

延べ活動人数 672人 730人 

不良図書回収 585冊 752冊 

内訳(不良図書) 230冊 239冊 

 (一般図書) 291冊 351冊 

(ﾋﾞﾃﾞｵ・ＤＶＤ) 64本 162本 

(その他) 0部 0部 
 

 

３ 

 

補導委員が定期的に

地域に密着した補導活

動を行うことにより、

喫煙、飲酒、深夜徘徊

等の不良行為や被害の

防止につながっていま

す。 

また、少年健全育成

推進協議会等の関係機

関と連携を図りなが

ら、意見交換や情報共

有を行い、非行防止等

に取り組むことで、青

少年の健全育成の推進

に貢献しています。 

(2) 教育相談活動の

充実 

(決算額： 4,663千円) 

 

中央公民館、川内公民館にそれぞれ

１名の教育相談員を配置し、いじめ・

不登校等に関する相談を受け、内容に

応じて関係機関と連携を図り、的確な

対応に努めました。 

〔相談件数〕 

 平成29年度 平成30年度 

来所相談 21件 25件 

電話相談 42件 28件 

訪問相談 6件 2件 

メール相談 0件 4件 

計 69件 59件 
 

 

３ 

関係機関と連携を図

りながら教育相談に取

り組んだ結果、来所相

談件数は昨年から増加

しましたが、電話相談

件数は昨年を下回りま

した。 

近年、メール、ライ

ン等の情報ネットを利

用したいじめ・不登校

といった問題が増加し

ており、本市において

も引き続き相談体制の

充実を図り、適切な指

導に努めていきます。 
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【学識経験者意見】 

 補導委員による補導活動は、東温市の夏のビッグイベントである観月祭花火大会でも重点的

に行われており、それらは、地域住民の方々のボランティア活動によって支えられていること

を考えると、とても有意義な活動です。ボランティア活動のため、委員の方々に過度の負担を

掛けることは、本末転倒となるため無理は言えませんが、補導活動の日時が、ある程度固定化

されているため、深夜徘徊等の不良活動をする青少年側から考えると、その日時だけおとなし

くしているということも考えられます。年間を通して、数回程度、曜日や時間帯を変更しての

補導活動を試験導入すれば、効果的な補導活動が展開できるのではないかと思います。 

 また不良図書回収の実績を見ると、ビデオ・DVDという数字が急激に伸びています。これら

はインターネットなどの普及を通じて、コンテンツのデジタル化が急速に進んでいることを顕

著に表しています。それらに対応していく手段や方法を思考していくことの必要性も強く感じ

ます。ある調査によれば、中学生の約 2/3がスマホを使用していることから、青少年がトラブ

ルに巻き込まれるのを事前に防ぐためにも、スマホのフィルタリングサービスの周知徹底も必

要不可欠と言えます。 

 教育相談活動の充実では、「ネットを利用したいじめ・不登校といった問題が増加している。」

ということで時代を反映した結果となっています。メール相談件数が、昨年度の０件から４件

と増えており、子供たちや保護者からの相談の手段としても、インターネット環境（SNSなど）

を利用したものが、これから急増していくものと予想されます。それら受け皿の整備について

も予算措置を含め、積極的な導入を期待します。 
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重点施策 12 学び合い高め合う生涯学習の推進 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 家庭教育学級の

開催 

(決算額：   700千円) 

各学校・幼稚園に家庭教育学級運営

委員会を設け、それぞれが家庭の在り

方を見つめ直し、基本的なしつけや心

の教育、家族の絆を深めることなど、

家庭教育力の向上を図るための学習

を実施しました。 

〔実施状況〕 

学級名 
平成29年度 平成30年度 

回数 参加人数 回数 参加人数 

北吉井小 5 75 4 76 

南吉井小 4 349 4 101 

拝 志 小 5 445 4 310 

上 林 小 6 275 6 249 

川 上 小 3 65 3 50 

東 谷 小 5 305 5 323 

西 谷 小 3 109 3 135 

重 信 中 4 872 4 862 

川 内 中 4 676 5 656 

重 信 幼 5 339 4 212 

北吉井幼 5 133 5 151 

川 上 幼 3 180 5 242 

東 谷 幼 4 113 5 124 

西 谷 幼 4 87 3 58 
 

 

３ 

家庭教育学級の参

加者数には、学校間で

差異があるほか、児

童・生徒数の多い学校

において参加者数が

少ない傾向にあり、募

集方法や、より多くの

人が参加できるよう

な活動内容の検討が

必要です。 

また、各学級では、

事業内容に偏りがあ

ることから、年度末に

実施している情報交

換会で昨年度はワー

クショップを取り入

れました。 

参加者には各グル

ープで活発に意見を

出してもらい、当事者

意識が高まったと感

じています。 
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(2) 文化活動推進 

事業  

(決算額：   733千円) 

 

市民を対象に、豊かな心づくりと地

域文化の振興を図るため、東温市民大

学実行委員会へ委託して市民大学を

実施しました。 

・６月24日（日） 坊っちゃん劇場 

・講演：「鳴門の第九と国際交流」 

 亀井俊明 名誉会長 

 （全日本「第九を歌う会」） 

・観劇：ミュージカル『よろこびのうた』 

・受講者：361人 

 

市民や文化団体の発表の場として、

文化協会の主催により、文化祭を実施

しました。 

・10月27日（土） 

ナイトフェスティバル（坊っちゃん

劇場） 

 内容:コメディミュージカル 

   「土鍋売りからお侍」 

   :ショートミュージカル 

   「よろこびのうた」 

 出演：斎藤かおる、村中弘和ほか 

 来場者：約450人 

・10月26日（金）～28日（日） 

  川内会場（川内公民館） 

  来場者：約500人 

・11月２日（金）～４日（日） 

重信会場（中央公民館） 

 来場者：約1,500人 

 

 

３ 

市民大学には 361

名の参加があり、関心

の高さが伺えます。 

しかし、例年完売し

ていた受講券の販売

が約 82％にとどま

り、販売方法を検討す

る必要があると考え

ます。 

 

 

文化祭は、文化協会

員だけでなく児童生

徒、一般の方からの作

品出展もあり、展示場

所が足りないほどの

賑わいがありました。 

また、日曜日を中心

に多数の来場者があ

り盛況でした。 
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(3) 学校・家庭・地

域連携推進事業の

推進 

(決算額：    1,563千円) 

 

次代の東温市を担う青少年に豊か

な心と生きる力を育み、心身ともにた

くましい人間として成長していくこ

とができるよう、体験学習を中心とし

たわんぱく広場を実施しました。 

また、放課後の子どもの居場所づく

りとして放課後わくわく教室を新設

しました。 

〔重信わんぱく広場・川内わんぱく広

場〕 

回 開催内容 実施場所 

１ 重信開講式 川内公民館 

２ 川内開講式 中央公民館 

３ 合同皿ヶ嶺トレッキング 皿ヶ嶺 

４ 合同科博でｻｲｴﾝｽｼｮｰ 県総合科学博物館 

５ 合同なめがわｻﾏｰｷｬﾝﾌﾟ 滑川 

６ 重信エネルギー講座 中央公民館 

７ 川内キッズ金融塾 川内公民館 

８ 重信郷土料理教室 中央公民館 

９ 川内郷土料理教室 川内公民館 

10 合同防災デイキャンプ 中央公民館 

11 川内わくわくゆめ教室 川内公民館 

12 重信ﾚｺﾞﾛﾎﾞｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 中央公民館 

13 川内史跡巡り 川内地区 

14 重信電車に乗って松山散策 松山市内 

 

〔放課後わくわく教室〕 

開催内容 実施場所 

巨大シャボン玉づく

り、演劇、工作等 

北吉井小学校 

年間１５回実施 
 

 

３ 

平成 30年度から学

校・家庭・地域推進事

業に取り組んでおり、

わんぱく広場は、重信

わんぱく広場及び川

内わんぱく広場とし

て、拡充して実施しま

した。 

また、平成 30年度

は、放課後における子

どもたちの安全・安心

な活動場所を確保し、

豊かな体験・交流活動

を充実させるため、新

規に北吉井小学校で

放課後わくわく教室

を実施しました。 

体験学習や教育キ

ャンプなどをとおし

て、子どもたちに、各

学校や年代の枠を超

えた交流や普段の生

活の中では体験でき

ない、貴重な経験をす

る機会を提供するこ

とができました。 
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(4) Ｊｒ.リーダー

育成講座の推進 

(決算額：     180千円) 

 

仲間や地域の人々との連帯感を深

め、一人ひとりの自己教育力の確立を

目指し、新しい時代を切り拓く積極的

な心を育て、次代のリーダーとなるよ

う事業を実施しました。 

〔Ｊｒ．リーダー養成講座〕 

回 開催内容 実施場所 

１ 
開講式（護摩炊きとピザ

作り体験） 

川内公民館 

井内地区 

２ 主権者教育 中央公民館 

３ 国際理解キャンプ なめがわ清流の森 

４ 演劇ワークショップ 坊っちゃん劇場 

５ スキー・スノーボード体験 久万スキーランド 

６ 成人式接遇体験 中央公民館 

７ 閉講式（主権者教育Ⅱ） 中央公民館 
 

 

３ 

体験学習などをと

おして、中学生に普段

の生活の中では体験

できない、貴重な機会

を提供することがで

きました。 

平成 30年度は、新

たに国際理解キャン

プや成人式接遇体験

を実施。国際理解キャ

ンプでは、外国人との

コミュニケーション

の取り方を勉強以外

の部分で学ぶことが

でき、成人式接遇体験

では、受講生が成人式

を迎えた際に中心人

物として関わっても

らえるよう、接遇体験

をしたり、成人式の流

れを直接感じてもら

いました。 

今後も次代のリー

ダーが育つような講

座の実施に努めてい

きます。 
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(5) 滑川野外活動研

修施設の有効活用 

(決算額：    508千円) 

 心身ともに調和のとれた健全な子

どもの健全育成を図るため、滑川野外

活動研修施設を運営することにより、

キャンプなどの野外体験活動に利用

していただきました。 

〔施設利用者数〕 

年  度 利用者数 

平成 29年度 1,860人 

平成 30年度 2,249人 

 

 

 

４ 

ホームページでの

周知やマスコミ取材、

口コミなどによって、

年々利用者が増加し

ています。 

一方で、施設が宿泊

できないことや、現在

のシャワーのみの利

用における問題点な

ど、利用者ニーズに合

った運営方法につい

て検討する必要があ

ります。 

【学識経験者意見】 

（1）子供たちの健全な育成においては、学校や地域の役割も大きいですが、それ以上に家

庭の担う役割は最も大切です。その意味において家庭教育力の向上を図るという活動は、

有意義であると思います。参加人数においては各所・各園・各校においてばらつきがあり、

多くの参加者によって、より多くの家庭に波及効果がある活動が望ましいと思います。そ

の一方で、この活動に参加することによって保護者同士のつながりが育まれ、そのつなが

りによって、より良い家庭教育が展開される可能性もあります。波及効果範囲を検証する

にあたって、参加者数の多さに着目することも大切であると思いますが、活動において「よ

り良い保護者のつながりや連携を生み出せる活動」ということに重点を置いて考えること

も、もう一つの視点として重要であると思います。そのことにより、より良い PTA活動の

実践や、より良い地域活動に発展する可能性もあります。その視点を十分に考慮して、有

意義な情報交換会の開催につなげていただきたい。 

 

（2）愛媛県 20市町の中で、「坊っちゃん劇場」が市内にあるということは、他のどこにも

ない東温市の優位性であると思われます。そのことを中軸にして文化活動推進事業を展開

していくということが、東温市の強みであり独自性であると思います。アートヴィレッジ

とうおん構想とのコラボレーションを含め、多様な活動が拡大展開されることを強く望み

ます。 

 

（3）次世代を担う青少年の健全な育成は、将来の東温市を支える、また支えてもらうため

に非常に重要な施策だと思います。その活動の中で東温市をもっと好きになる、好きにな

ってもらう工夫をさらに取り入れていただきたい。ある講演会の中で、新しく変わる部活

動の新部長・新副部長を対象に、夏休みの後半に宿泊合宿を行い、様々な体験を通してそ

れぞれのリーダー像について考える次世代の地域のリーダーを学校と連携して育てるプ

ログラムというのが、愛知県 NPO法人アスクネットの取り組みプログラムの一つの例とし
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て紹介されてました。このような取組はとても興味深く、東温市でも導入可能なプログラ

ムではないかと思われます。また、資料においては、それぞれの活動の累積参加人数等も

資料の中にあれば、より的確な意見を創造できたと思います。 

 

（4）Jr.リーダー育成講座はとても興味深い施策です。上記と同じ観点から、次世代を担う

青少年の健全な育成は、未来の東温市にとって必要不可欠です。参加人数や活動内容のさ

らなる拡充と充実を望みます。 

 

（5）滑川野外活動研修施設においては、恵まれた環境の中で、日常生活とは異なる体験や

活動ができる可能性を大いに秘めています。入浴やシャワー施設の充実等の課題は山積し

ていますが、東温市の素晴らしい自然を体験できるという立地（滑川渓谷の龍の腹等）は、

この施設の独自性であり、強みです。課題としては、アクセスにおいて道路が大変狭く、

場所によっては車の離合が難しい場所もあるということです。道路拡張には多大な予算が

かかるため、同じ道路を時間帯によって柔軟に一方通行にし、運転者が恐怖感を感じない

アクセス道路にするというなどの工夫も必要であると思います。 

  



40 

重点施策 13 市民の全てが実践する人権教育の推進 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 研修会等の開催

実施 

(決算額： 2,935千円 

内、人権教育協議会補助金 

     2,855千円） 

 

①  人権講座 

市内の保育所、幼稚園、小・中学校、

県立学校の教職員、保護者及び協議会

関係者等の参加を得て、中央公民館に

おいて学校の実践報告や講演会を実

施しました。 

・平成 30年 8月 24日(金) 

・演題 「あきらめない心」 

・講師 伊藤 真波 

・参加者数：350人 

② 人権を語る集い 

  市民等並びに関係機関・各種団体

の参加のもと、中央公民館において

人権劇を実施しました。 

 ・平成 30年 12月 9日(日) 

 ・演題「一人ひとりが輝ける 

        社会つくり」 

 ・講師 村松 つね 

 ・参加者数：153人 

③ 人権ゼミナール 

2回の人権ゼミナールを実施し

ました。 

〔第 1回〕 

・平成 30年 6月 22日（金） 

・演題：「子どもと人権」 

・講師 石川 正一郎 

・参加者数：121人 

〔第 2回〕 

・平成 30年 9月 21日（金） 

・演題：「精神に障がいのある方 

 の暮らしについて」 

・講師 井上 治美 

・参加者数：55人 

 

３ 

同和問題をはじめ

とする様々な人権問

題が生じている中で、

テーマを絞り込み講

演会や研修会等を実

施し、参加者の理解を

深めることができま

した。また、差別の現

実を学び学習するこ

とができました。 

今後も、より一層、

人権・同和教育の研修

会や実践交流会等が、

部落問題をはじめあ

らゆる人権問題の解

決に向けた研修にな

るよう努めます。 
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(2) 人権啓発活動の

充実 

 

 

「人権を尊重するまちづくり～え

がおいっぱいのまちへ～」を推進・啓

発するために、「日常生活における人

権意識の高揚と実践～外国人と人権

～」を取上げ、言語、宗教、習慣など

による違いから、職場や学校、地域で

の差別が起きないことを願い、全戸に

人権啓発リーフレットを配布しまし

た。 

また、事業所等における人権・同和

教育の推進のため、人権擁護委員と連

携して市内６企業の訪問を実施しま

した。 

 

 

３ 

 

 

人権意識を高める

ために人権啓発リー

フレットを発行し、全

戸へ配布しました。 

企業訪問では、職場

内の人権問題、企業の

社会的責任、企業内人

権教育の在り方等に

ついて意見交換を行

ないました。 

今後も引き続き、市

民並びに市内事業者

等への人権啓発に取

り組みます。 

【学識経験者意見】 

人権教育の推進においては、同和問題（部落差別）も重要な取組ではありますが、それに

加えて、価値の多様化された現代社会において、差別を受ける対象者となりやすいマイノリ

ティーは、障がい者（精神障がい者を含む）、LGBTなどの性的マイノリティー、犯罪後の更

生者、外国人、感染病患者、各種依存症患者、少数民族、路上生活者など多岐にわたる多様

な人々がいます。それぞれの領域において、東温市民の興味関心が高いものや低いものがあ

るとは考えられますが、平成 28年４月１日から障害者差別解消法が施行されたことなどを

考慮すると、これから多様な価値を認めていくダイバーシティ（多用な人材の積極的活用）

社会の構築を真剣に考えなければならない時代を迎えています。東温市においても、外国人

との共生社会、また、ＡＩの飛躍的な進化による、ロボットとの共生社会への歩みが進むと

思われます。 

これらに対する差別が、人間として許されないということを周知し、啓発し、教育してい

くということは、東温市においてとても大切な施策の一つであると思います。これまで行わ

れてきた同和問題（部落差別）への取組に加えて、ダイバーシティ社会における、多岐にわ

たる多面的な「人権教育の推進」に取り組んでいただきたい。 

人権意識を高めるためのリーフレット作成については、啓発や周知において、一定の効果

が無かったとは言わないが、それらが各家庭において積極的に活用されているのかを考察す

る必要があります。配布するだけに留まらず、どうすれば各家庭において有効に活用される

のか、その費用対効果を考えたアイデア溢れるリーフレットの作成が強く望まれます。 

人権擁護委員による企業訪問に加えて、就職や転職において、能力以外での就職差別を受

けた場合に、気軽に相談できる体制づくりも必要です。さらに言えばそれらは、職場におけ

るパワハラやセクハラ、マタハラ等の相談にも対応できることが望まれます。 

親や保護者による幼児・児童への虐待のニュースが世の中を賑わせています。それら、小

さい子供たちの小さな SOSのサインを見逃さない、大人が気付いて助けられる社会にする取
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組に関しても、福祉部門とも連携を図りながら早急に対応を進めていく必要性を強く感じま

す。 
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重点施策 14 読書活動の推進と図書館利用の促進 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 市立図書館資

料の充実とサ

ービスの向上 

(決算額： 8,686千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来館者数 96,725人の内、貸出利用者

数は 62,634人で（前年 60,626人）2,008

人増加し、貸出冊数も 190,001冊（前年

184,425冊）と 5,576冊増加しました。 

 

年  度 貸出者数 貸出冊数 

平成28年度  ５７，５７１人 １７８，６９３冊 

平成29年度  ６０，６２６人 １８４，４２５冊 

平成30年度 ６２，６３４人 １９０，００１冊 

 

中予圏域での図書館利用が 29年度か

ら開始され、延べ 583人のカード発行を

行いました。 

学校図書館との連携では、利用者カー

ドの共同利用や移動図書館車の配車を

行っています。 

また、市内小中学校に図書館支援員を

派遣し、学校図書館の整備方法などにつ

いて指導を行いました。 

 

小学校７校・中学校２校 

各校２回  計１８回実施 

 

 

４ 

新刊図書の購入等

により資料提供サー

ビスを図ることがで

きました。 

市民の暮らしとま

ちづくりに役立つ生

涯学習の拠点施設と

して機能するように、

サービスの改善や充

実に努めます。 

中予圏域での図書

館利用が定着してき

ており、利用者の増加

つながっています。 

また、子どもの時か

ら読書習慣を身につ

けていただくため、学

校図書館との連携を

積極的に図りました。 
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(2) おはなし会

の実施、おはな

しボランティ

アの育成、読書

会の支援、各種

講座等の実施 

(決算額：   390千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4月 23日の子ども読書の日に因んだ

イベントで、子どもたちが図書館に足を

運んでもらえるように、図書館ボランテ

ィアの協力を得て、子ども向けのイベン

トを開催しました。 

 

新たに、おはなしボランティアとして

活躍できる人材の育成を目的とし、全 4

回の講座を実施しました。 

 

 講師を迎え、０歳から１歳までの親子

を対象に、絵本の選び方や読み聞かせの

コツなどを指導してもらいました。 

 

事業名 実 施 日 参加者数 

子ども読書
の日フェス
ティバル 

平成30年4月21日 
平成30年4月22日 

23人 

事業名 実 施 日 参加者数 

読み聞かせ

ボランティ

ア養成講座 

平成30年6月2日、

9日、16日、23日 
20人 

 

３ 

子どもと本を結ぶ

ための活動として「子

ども読書の日フェス

ティバル」「はじめて

のえほん講座」等の各

種事業が定着してき

ています。 

 「読み聞かせボラン

ティア養成講座」を実

施して、ボランティア

人材の育成を行いま

した。 

 子ども読書活動の

推進を図るために、図

書館や児童館などで

の読み聞かせを一層

充実していきます。 
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【学識経験者意見】 

図書館利用については、年度を追う毎に貸出人数・貸出冊数共に増加傾向であり、有効な

利用が図られています。事業の実施状況報告においては、小中学生・高校生や 10歳毎の、

各年代別に貸出者数や貸出数を出していただけると、傾向などをより的確に把握することが

可能ではないかと思います。また、移動図書館車の貸出人数・貸出冊数などの報告もあれば、

より的確な意見を考察できるのではないかと思います。さらに、図書館に設置されている天

体観測用望遠鏡の、より活発な利用を考案すれば、本だけでなく科学的な興味を持った子供

たちの利用も促進されるのではないかと思います。 

子供の読書活動推進を図ることにおいて、読み聞かせ活動は、読書習慣を身に付けること

への「初めの一歩」となり、とても重要です。そのボランティアの養成や子供向けのイベン

トの開催は、とても興味深いものです。より有意義な活動とするためには、そこに関わる人

たちの工夫やアイデアが大切であり、その結果、さらなる参加者数の増加に繋がると思いま

す。例えば、園児のいる幼稚園や保育園のイベントに合わせて、お父さんやお母さん、おじ

いちゃんやおばあちゃんに読み聞かせのポイント等を、幼稚園教諭・保育士と一緒に、実践

を通して教える活動をするなどすれば、対象者も飛躍的に多くなり、日々の生活の中に、よ

り取り入れやすいものになっていくのではないでしょうか。 
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重点施策 15 地域文化の継承・発展と文化財の保存・活用 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1)  歴史・民俗資料

の調査、収集、保

存、展示等の充実 

 (決算額： ―  千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常時、歴史・民俗資料の収集に努

めており、現在収蔵資料数は約

15,000点（文書約 10,000点、民具

等約 5,000点）となっております。 

 展示内容は、常設展示、企画展示

（年 3回）、ロビー展示（年 4回）

を開催しました。 

〔常設展示〕 

 「東温市の歴史」 

〔企画展示〕 

① 「昭和のつねひごろ」 

② 「記録する」 

③ 「昭和の衣食住」 

〔ロビー展示〕 

① 「化粧と結髪」 

② 「明りの歴史」 

③ 「かぶり物事情」 

④ 「稲わら細工展」 

 

老人保健施設への民具等パネルの貸出 

 

年  度 入館者数 

平成 29年度 

2,936人 

(内祝日入館者数)149人 

開館日数 277日 

１日平均 10.6人 

平成 30年度 

2,521人 

(内祝日入館者数)154人 

開館日数 279日 

１日平均 9.0人 
 

 

３ 

予定していた事業

は、概ね計画どおり

実施することができ

ました。 

東温市内から寄贈

された資料をテーマ

に沿って展示し、来

館者がわかりやすい

解説を設置しまし

た。 

老人保健施設へ民

具や風景写真のパネ

ルの貸出を行うな

ど、外部への資料貸

出に取り組めたこと

は今後の来館者増に

つながるものと期待

されます。 

平成 30年度も、祝

日開館を試験的に実

施し、子どもから大

人まで幅広い年齢層

が来館しやすいよう

に配慮しました。 

今後も引き続き、

館内展示の充実によ

り、入館者の増加に

努めていきます。 

 歴史民俗資料館別

館(仮称)整備事業 

(決算額：  9,720千円) 

 平成 29年度概算設計を行い、平成

30年度は実施設計を行いました。 

 民具資料や考古資

料等の保存や整理を

行うための収蔵庫の

建設に係る実施設計
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を行い、図面の作成

や、建築費用の積算

をして、令和元年度

に入札を行う資料が

整いました。 

 

(2) 文化財・埋蔵文化

財の調査 

(決算額：9,819千円) 

 市内の包蔵地の埋蔵文化財の試

掘・確認調査を行いました。 

 また、県委託事業により揚り畑遺

跡発掘調査報告書の作成を行いまし

た。 

 

３ 

埋蔵文化財包蔵地

については、ホーム

ページにより、適切

に周知し、無断開発

の防止に取り組んで

おります。 

揚畑遺跡発掘調査

報告書については、

今年度全て完成した

ため、全国の博物館、

関係機関等に寄贈し

ました。 

【学識経験者意見】 

埋蔵文化財の保護については、東温市の歴史のみならず、日本史に関係する発見も含ま

れる可能性があるため、非常に大切な調査です。調査・報告そして保護に取り組むことは、

非常に大切な施策であり、それらに一定の予算措置が必要であることは致し方ないことだ

と思います。しかし、歴史民俗資料館は、昨年度より開館日が２日増えたにもかかわらず、

来館者数が 400名も減少している現状（１日平均も 10.6人から 9.0人へ減少）を鑑みる

と、企画展示やロビー展示を含み、関係職員による展示物の工夫や、企画展示の周知徹底

を図る方法などを考察する必要性を感じます。例えば SNSを利用して、職員の一押し展示

品をインスタグラムにアップすること（インスタ映えのアピール）や facebookに興味深

い展示品の説明や背景を加えてアップしアピールするなど今の時代に即した、予算を掛け

ない展示会の告知方法があると思います。 

古き良きものを、最新のツールを利用して伝えていくといった改善の余地が残ってお

り、これから発展に期待します。 
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重点施策 16 スポーツ活動の充実・促進 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 市民大運動会、

各種スポーツ大会

の充実 

(決算額：5,563千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の健康増進と市民相互の親

睦・交流を深めることを目的に、市民

大運動会をはじめ各種スポーツ大会

を開催しました。 

〔市民バレーボール大会〕 

荒天のため中止 

〔市民ソフトボール大会〕 

・開催日：平成 30年 9月 2日(日) 

・参加分館：29分館 

・参加者数：487人 

〔市民大運動会〕 

 ・開催日：平成 30年10月 21日(日) 

 ・参加分館：32分館 

 ・延べ参加者数：2,901人 

〔はつらつママさんバレーボール〕 

 ・開催日：平成 30年11月 17日(土) 

       平成 30年11月 18日(日) 

 ・来場者数：約 500人 

〔三世代交流クロッケー大会〕 

 ・開催日：平成 30年11月 23日(金) 

 ・参加者数：約 110人 

〔こどもスポーツ大会〕 

 ・開催日：平成 30年12月 1日(土) 

 ・参加者数：139人 

〔市民健康マラソン大会〕 

・開催日：平成 31年 1月 27日(日) 

・参加者数：129人 

 

３ 

 市民に定着してい

る競技種目であるバ

レー、ソフトボールな

どを例年実施してお

りますが、一方で少子

高齢化の進展により、

分館によっては選手

が集まらないなどの

問題も出始めており、

特に市民大運動会に

ついては、徐々に参加

分館が減少傾向とな

っています。 

 今後の開催継続に

ついては、今年度中

に、開催の可否、内容

の変更等について早

急に検討します。 

(2) スポーツ施設の

整備、充実と各種体

育施設の利活用の

促進 

(決算額：  151,418千円) 

施設各所に劣化が見られた川内体

育センターについて、大規模改修工事

を行いました。 

総合公園体育施設（多目的広場・庭

球場・会議室）について平成 31年度

から新たに指定管理者制度導入施設

に追加しました。（これまでは、ツイ

 

３ 

川内体育センター

は大規模改修により、

快適に利用できるよ

うになりました。 

今年度からは、指定

管理者制度導入施設

を拡大することによ
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ンドーム重信・農林業者トレーニング

センター・川内体育センターの３施

設） 

かすみの森公園及び緑地公園多目

的広場について、作業員を新たに雇用

し、月に１度程度整地を行うことがで

きました。 

 

 

り、管理費を増額する

ことなくサービス向

上に繋がることが期

待されます。 

かすみの森公園等

はグラウンドの状態

を改善することがで

きました。 

【学識経験者意見】 

 スポーツ活動の振興は、健康増進のみならず一緒にプレーし、またその後の慰労会等を一

緒にすることにより、地域住民の情報共有や絆を醸成するために、とても大切な取り組みで

あると思います。しかし、大きなイベントとなっている運動会については、東温市合併後 10

年以上が経過し、また自己評価欄の記述の通り参加分館が減少傾向にある現状を鑑みれば、

その開催内容や時期、また、開催自体を含めて、検討するべき時代に入っていると思います。

自分自身が全ての活動に参加しているわけではありませんが、活動していていつも思うの

は、どの活動に参加しても、参加者の顔ぶれがいつも変化しないという感覚があります。そ

れは、スポーツ活動のみならず、地域のお祭りなどの文化活動を通じても同様に感じます。 

 住民同士がふれあい、知り合いになり、強い地域を作るための一つとして、スポーツ活動

は強いツールとなりえると思います。そのため、運動会開催にとらわれることなく、地域住

民にとってより興味深い、関心のある内容となるよう東温市の英知を結集して考察をお願い

したい。 

 指定管理者制度導入については、消費税 10％への増税後も、利用料金や地域住民へのサー

ビスを含め劣化しないことを前提条件として、その制度利用については推進が望ましいと思

います。 

 かすみの森については、数年前に「グラウンド状況が著しく悪い」という話を聞いたこと

があります。スポーツ中の住民や児童生徒のけがにもつながるため、そのような状態にはな

らないよう、より一層の配慮をお願いします。 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会活動報告 
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1  教育委員会組織  

○ 委員等の就任状況 

役   職 氏   名 摘    要 

教育長 池 川  仁 志 H30.４.１  再任 

委 員（教育長職務代理者） 菅 原  正 夫 H28.11.26  再任 

委 員 遠 富  英 子 H30.11.25  退任 

委 員 本 田  隆 彦 H29.11.26  再任 

委 員 水 岡  明 美 H28.11.26  任命 

委  員 清 家  隆 夫 H30.11.26  任命 

 

 2  教育委員会の会議等開催状況  

（平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日） 

区分 開催日 開催場所 協議事項 

定例 

 

 

4月 24日（火） 

9:00～11:30 

 

東温市役所 

 

（議案） 

東温市スクールガードリーダーの委嘱について 

東温市教育支援委員会委員の委嘱について 

東温市教育相談員の委嘱について 

東温市通級指導教室通級判定委員会規則の一部改

正について 

東温市通級指導教室通級判定委員会委員の委嘱に

ついて 

東温市特別支援連携協議会委員の委嘱について 

東温市結核対策委員会委員の委嘱について 

東温市社会教育委員（兼 公民館運営審議会委員）

の委嘱について 

東温市スポーツ推進委員の委嘱について 

東温市立図書館協議会委員の委嘱について 

東温市立図書館運営選書会委員の委嘱について 

東温市文化財保護審議会委員の委嘱について 

東温市地域学校協働活動推進員設置要綱の制定に

ついて 
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（報告） 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果につい

て 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 

 

定例 5月 25日(金) 

13:30～16:10 

 

 

東温市役所 

 

 

 

（議案） 

東温市特別支援連携協議会委員の委嘱について 

東温市青少年問題等協議会委員の委嘱について 

東温市青少年補導委員の委嘱について 

東温市教科用図書採択委員会委員及び東温市教科

用図書採択委員会調査員の委嘱について 

東温市社会教育委員（兼公民館運営審議会委員）

の委嘱について 

東温市スポーツ推進計画策定委員会委員の委嘱に

ついて 

東温市学校・地域・家庭連携運営委員会要綱の制

定について 

東温市学校給食センター運営委員会委員の委嘱に

ついて 

（報告）   

東温市立幼稚園預かり保育事業実施要綱の一部改

正について 

東温市社会体育関係団体補助金交付要綱の一部改

正について 

夏季休業期間中の学校閉庁日の設定について 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 
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定例 6月 26日(火) 

9:00～12:00 

東温市役所 （議案） 

東温市青少年補導委員の委嘱について 

東温市学校給食等食物アレルギー対策検討委員会

委員の委嘱について 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 

 

定例 7月 24日(火) 

13:30～16:00 

東温市役所 （報告） 

東温市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正について 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 

 

定例 8月 23日(木) 

9:00～11:40 

東温市役所 （議案） 

平成 31年度使用小学校教科用図書採択について 

平成 31年度使用中学校「特別の教科 道徳」教科

用図書採択について 

平成 30年度（平成 29年度対象）教育に関する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

（報告） 

平成 30・31年度東温市子ども・子育て会議委員の

委嘱について 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 

 

臨時 8月 29日(水) 

13:00～14:05 

東温市役所 （議案） 

市内中学校生徒重大事案の対応等 

 

臨時 9月 13日(木) 

15:00～16:30 

東温市役所 （議案） 

市内中学校生徒重大事案に係る調査報告書の提出

について 
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定例 9月 26日(水) 

9:00～11:45 

東温市役所 （議案） 

東温市就学援助実施要綱の一部改正について 

東温市学校・家庭・地域連携運営委員会委員の委

嘱について 

（報告） 

東温市ツインドーム重信、東温市農林業者トレー

ニングセンター、東温市川内体育センター及び東温

市総合公園体育施設指定管理者選定及び指定手続き

について 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 

 

定例 10月 29日(月) 

13:30～15:15 

東温市役所 （議案） 

東温市立中学校運動部活動の方針（案）について 

（報告） 

「東温市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準を定める条例」の一部改正について 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 

 

定例 11月 15日(木) 

9:00～11:45 

東温市役所 （議案） 

東温市立中学校運動部活動の方針（案）について 

（報告） 

平成 30年度第１回東温市子ども・子育て会議報告

について 

平成30年度東温市要保護児童対策地域協議会代表

者会報告について 

平成30年度東温市立児童館運営委員会報告につい

て 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 
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定例 12月 26日(水) 

9:00～11:45 

東温市役所 （報告） 

東温市社会教育委員（兼公民館運営審議会委員）

の委嘱について 

東温市立図書館協議会委員の委嘱について 

東温市立歴史民俗資料館協議会委員の委嘱につい

て 

東温市立小学校及び中学校の通学区域並びに東温

市立幼稚園の通園区域に関する規則の一部改正につ

いて 

東温市子ども基本条例検討調査部会設置要綱の制

定について 

東温市子ども基本条例検討委員会設置要綱の制定

について 

（報告） 

平成 31年度市立保育所・幼稚園申込受付状況につ

いて 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 

 

定例 1月 24日(木) 

9:00～11:50 

東温市役所 （報告） 

東温市子ども・子育て支援に関するアンケートに

ついて 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 

 

定例 2月 20日(水) 

9:00～11:20 

東温市役所 （議案） 

平成 31年度学校医、学校歯科医、学校薬剤師、産

業医の委嘱について 

東温市スポーツ推進計画の策定について 

（報告） 

平成 31年度保育所嘱託内科医・嘱託歯科医につい

て 

東温市児童館条例施行規則の一部改正について 

（その他報告） 
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要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 

 

臨時 3月 7日(木) 

9:00～9:40 

東温市役所 （議案） 

平成 30年度末教職員人事異動案件について 

定例 3月 25日(月) 

9:00～11:00 

東温市役所 （議案） 

平成31年度東温市教育基本方針並びに重点施策の

策定について 

平成31年度東温市教育委員会職員の人事異動につ

いて 

専門的教育職員の派遣に関する同意及び派遣に関

する協定の締結について 

東温市スクールガードリーダーの委嘱について 

東温市特別支援教育指導員の委嘱について 

東温市特別支援巡回相談員の委嘱について 

東温市立歴史民俗資料館協議会委員の委嘱につい

て 

東温市図書館協議会委員の委嘱について 

東温市図書館運営選書会委員の委嘱について 

学校給食にかかる保護者から徴収する金額につい

て 

 

（報告） 

東温市幼稚園預かり保育事業実施要綱の改正につ

いて 

（その他報告） 

要保護及び準要保護児童生徒の追加認定について 

教育委員会共催・後援事業について 

いじめ・不登校の状況について 
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 3  その他の活動  

１．総会等への参加 

○ 愛媛県市町教育委員会連合会定期総会、理事会 

○ 四国都市教育長連絡協議会総会 

○ 全国都市教育長協議会定期総会 

 

２．研究会等 

○ 東温市教職員研修会 

○ 学校評価報告会 

 

３．学校等行事への出席 

○ 幼稚園入園式、小・中学校入学式 

○ 保育所・幼稚園・小学校運動会、中学校体育祭 

○ 保育所・幼稚園卒園式、小・中学校卒業式 

○ 県立高校入学式 

○ 教職員着任式、離任式 

○ 小・中学校健全育成協議会 

 

４．社会教育行事への出席 

○ 市民大学 

○ 市民バレーボール大会 

○ 市民ソフトボール大会 

○ 文化祭 

○ 人権講座等 

 

５．学校等視察訪問 

○ 中予教育事務所管理主事訪問に同行 

○ 保育所・幼稚園訪問 

○ 児童館、放課後児童クラブ（子ども教室）、保育所・幼稚園、小・中学校施設状況視察 

 

 


